
平成２９年度堺市社協「災害ボランティアセンター協働運営ネットワーク会議」報告 

 

 

１．第７回災害ボランティアセンター協働運営ネットワーク会議の開催 

【会議の目的】 

災害時の効果的な連携・支援体制を構築する共有を図り、平時からの“顔の見える関係づ

くり”を行う。また、災害ボランティアセンター（以下「災害ＶＣ」）の効果的な協働運営を

めざし、災害ＶＣにおける①役割分担、②設置訓練、③災害研修会の企画・共催、④災害Ｖ

Ｃ設置・運営マニュアルの改訂などについて協議することを目的とする。 

【参画団体・機関】 

   さかいボランティア連絡会／日本防災士会大阪府支部・堺ブロック／堺高石青年会議所／

大阪いずみ市民生活協同組合／大阪府立大学ボランティア・市民活動センター／ＮＰＯ法人 

ＳＥＩＮ／ＮＰＯ法人み・らいず／堺市（危機管理室・長寿支援課）／堺市社協 

【日時・内容】 

平成２９年１０月５日（木）１３：３０～１６：３０ 参加者：３８人 

    ・研修「災害ＶＣ協働運営の実際と機能するための工夫点」 

講師：にいがた災害ボランティアネットワーク 理事長 李 仁鉄 氏 

    ・第 2回災害ＶＣ設置訓練の企画（案）の検討 など 

 

２．第２回災害ボランティアセンター設置・運営シミュレーション（訓練） 

協働運営ネットワーク会議の参画機関・団体が、災害ＶＣの役割・機能についての理解を促

進し、運営支援者としての意識を高める契機とする。加えて、平時に取り組むべき事柄を検討

し、被災時に円滑なボランティアセンターの協働運営の実現を図ることを目的とする。 

【開催状況】 

平成２９年１１月８日（水）９：００～１２：００ 参加者：７２人 

      ・集中豪雨・浸水被害を想定して、ボランティアの受付から活動マッチング、道案内、 

資機材の貸与などの運営訓練を実施。 

・また、ボランティアが被災地宅等に見立てた活動先（地域会館・生協など）に実際向

い、各活動先の普段の防災・減災の取り組みを学ぶほか、福祉会館内では、物資の仕

分けや土のう袋づくり、段ボールベッドづくりの活動を行った。 

 

３．今後について 

  協働運営ネットワーク会議と設置訓練の継続実施を通じて、現行の災害ＶＣ設置運営マニュ 

 アルの改訂や平時からの協働運営体制の強化を図る。 

（ボランティア受付の様子）   （活動マッチングの様子）    （土のうづくり活動） 

資料 ９ 


